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（３６）新温泉町 
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（３７）篠山市 
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（３８）丹波市 
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（３９）洲本市 
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（４０）南あわじ市 
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（４１）淡路市 
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2.2 各市町内震度最大値 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.1 兵庫県市町位置図 
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表 2.2.1(1)  兵庫県において影響を及ぼすと想定される地震による各市町内震度の最大値 
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表 2.2.1(2)  兵庫県において影響を及ぼすと想定される地震による各市町内震度の最大値 
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表 2.2.1(3)  兵庫県において影響を及ぼすと想定される地震による各市町内震度の最大値 
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表 2.2.1(4) 兵庫県において影響を及ぼすと想定される地震による各市町内震度の最大値 
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3 液状化危険度予測結果 

ここでの図は、各地において液状化が極めて高い確率で起こる震度（液状化限界震度）

の分布を示したものである。 
各地において標記の限界震度になると極めて高い確率で液状化が発生すると予想され

る。この限界震度が低い地域は、小さい震度でも液状化が発生することとなるため、液状

化危険度の高い地域ということになる。逆に、限界震度が高い地域は、大きな震度になら

ないと液状化が発生しないため、液状化危険度の低い地域ということになる。 
 この分布は地震の種類によって変わる。 

液状化には、揺れの継続時間が大きく影響するため、海溝型地震のように強い揺れが長

時間継続するような地震では震度が小さくても液状化が発生しやすくなる。内陸型地震の

ように強く揺れても継続時間が短い地震では、かなり大きな震度にならなければ液状化は

発生しない。 
このため、海溝型地震と内陸型地震とで結果が異なり、海溝型地震のほうが液状化を発

生しやすいといえる。 



＊上記地図は、新たなデータにより更新される場合があります。



＊上記地図は、新たなデータにより更新される場合があります。
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4 参考資料 

4.1 断層モデルとパラメータ 

4.1.1 東海・東南海・南海地震、東南海・南海地震、南海地震 

 

表 4.1.1(1) 断層パラメータ（その１） 

項 目 東海・東南海・

南海 東南海・南海 南海 

南海 面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)
ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ Mw  

約37000 
8.76E+21

5.8
3.0
8.6

約37000 
8.76E+21 

5.8 
3.0 
8.6 

約37000
8.76E+21

5.8
3.0
8.6

東南海 面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)
ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ Mw  

約14600
2.30E+21

3.8
3.0
8.2

約15800 
2.45E+21 

3.8 
3.0 
8.2 

― 
― 
― 
― 
― 

東海 面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)
ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ Mw  

約9400
1.10E+21

2.9
3.0
8.0

― 
― 
― 
― 
― 

― 
― 
― 
― 
― 

（全 体） 
 
S波速度Vs 

3.8(km/s) 
 
平均密度ρ 

2.8(g/cm3) 
 
剛性率μ 

4.1E+10(N/m2) 
 
破壊伝播速度Vr 

2.7(km/s) 

全体 面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)
ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ Mw  

約61000
1.22E+22

3.0
8.7

約52800 
1.12E+22 

3.0 
8.6 

約37000
8.76E+21

3.0
8.6

南海 面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

約28100
4.60E+21

4.0
2.4

約28100 
4.60E+21 

4.0 
2.4 

約28100
4.60E+21

4.0
2.4

東南海 面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

約11100
1.21E+21

2.7
2.5

約11800 
1.29E+21 

2.7 
2.4 

― 
― 
― 
― 

（背景領域） 

東海 面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

約6500
4.72E+20

1.8
2.3

― 
― 
― 
― 

― 
― 
― 
― 
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表 4.1.1(2) 断層パラメータ（その２） 

項 目 東海・東南海・

南海 東南海・南海 南海 

アスペリティ 1  面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

1222
4.32E+20

8.6
24.6

1222 
4.32E+20 

8.6 
24.6 

1222
4.32E+20

8.6
24.6

2-1 面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

2758
1.46E+21

12.9
24.6

2758 
1.46E+21 

12.9 
24.6 

2758
1.46E+21

12.9
24.6

アスペリティ2  

2-2 面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

1226
4.34E+20

8.6
24.6

1226 
4.34E+20 

8.6 
24.6 

1226
4.34E+20

8.6
24.6

アスペリティ 3  面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

2963
1.63E+21

13.4
24.6

2963 
1.63E+21 

13.4 
24.6 

2963
1.63E+21

13.4
24.6

アスペリティ 4  面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

715
1.93E+20

6.6
24.6

715 
1.93E+20 

6.6 
24.6 

715
1.93E+20

6.6
24.6

アスペリティ 5  面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

1308
4.26E+20

7.9
21.9

1308 
4.26E+20 

7.9 
21.9 

― 
― 
― 
― 

アスペリティ 6  面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

1107
3.31E+20

7.3
21.9

1107 
3.31E+20 

7.3 
21.9 

― 
― 
― 
― 

アスペリティ 7  面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

1107
3.31E+20

7.3
21.9

1107 
3.31E+20 

7.3 
21.9 

― 
― 
― 
― 

アスペリティ 8  面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

― 
― 
― 
― 

402 
7.27E+19 

4.3 
21.9 

― 
― 
― 
― 

9-1 面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

1087
3.09E+20

6.9
21.6

― 
― 
― 
― 

― 
― 
― 
― 

アスペリティ9  

9-2 面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

522
1.03E+20

4.8
21.6

― 
― 
― 
― 

― 
― 
― 
― 

10-1 面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

529
1.05E+20

4.8
21.6

― 
― 
― 
― 

― 
― 
― 
― 

アスペリティ10  

10-2 面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

254
3.49E+19

3.4
21.6

― 
― 
― 
― 

― 
― 
― 
― 

11-1 面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

344
5.50E+19

3.9
21.6

― 
― 
― 
― 

― 
― 
― 
― 

アスペリティ11  

11-2 面積 (km2) 
地震モーメント(Nm)
平均すべり量 (m) 
応力ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⊿σ(MPa)

175
2.00E+19

2.8
21.6

― 
― 
― 
― 

― 
― 

― 
― 
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図 4.1.1 震源位置および断層モデル 

東海＋東南海＋南海地震 
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4.1.2 有馬－高槻断層帯 

1)地震諸元 

表 4.1.2 地震諸元 

 

 

 

 

 

 

2)断層モデル 

表 4.1.3 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.2 微視的断層モデル図 
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4.1.3 六甲・淡路島断層帯（六甲山地南縁－淡路島東岸） 

1)地震諸元 

表 4.1.4 地震諸元 

 

 
 

 

 

 

2)断層モデル 

表 4.1.5 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 4.1.3 微視的断層モデル図 
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4.1.4 六甲・淡路島断層帯（淡路島西岸） 

1)地震諸元 

表 4.1.6 地震諸元 

 
 
 

 
 

 

2)断層モデル 

表 4.1.7 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.4 微視的断層モデル図 
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4.1.5 六甲・淡路島断層帯（先山断層帯） 

1)地震諸元 

表 4.1.8 地震諸元 

 

 
 
 

 

 

 
2)断層モデル 

表 4.1.9 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.5 微視的断層モデル図 

北緯34°25'
東経134°53'

活断層長さL 11.1km
北緯 34°25′26″
東経 134°52′19″

走向θ 長期評価の原点を結ぶ方向 N213.6°E
傾斜角δ 45°

断層モデル上端深さ S波速度を参考に設定 1.0km
断層モデル長さL model ルールに従い設定 11.0km
断層モデル幅W model 11.0km

断層モデル面積S model ルールに従い設定 121.0km2
地震モーメントM 0 M o=1.17MJMA+10.72. 2.77E+18Nm

モーメントマグニチュードM W M w = (log M o - 9.1 ) / 1.5 6.2
気象庁マグニチュードM JMA M JMA = log M o - 10.72  / 1.17 6.6

静的応用力降下量Δσ Δσ=7/16×M 0/R 3 17.5Mpa

密度ρ 震源における密度 2700kg/m3
S波速度β 震源におけるS波速度 3.4km/s

剛性率 μ μ＝ρβ
2 3.12E+10N/m2

破壊伝播速度 V r V r=0.72×β（Geller (1976より)） 2.4km/s

平均すべり量D D ＝M 0/（μ
S
model） 0.4cm

短周期レベル A =2.46×10
17

×M0
1/3 7.44E+18

先山断層帯

断層モデル原点 地中の断層モデル原点位置

断層パラメータ 設定方法

断層帯原点
長期評価による
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4.1.6 山崎断層帯（那岐山断層帯） 

1)地震諸元 

表 4.1.10 地震諸元 

 
 

 
 

 

2)断層モデル 

表 4.1.11 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.6 微視的断層モデル図 
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4.1.7 山崎断層帯（主部南東部） 

1)地震諸元 

表 4.1.12 地震諸元 

 
 
 
 

 

2)断層モデル 

表 4.1.13 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.7 微視的断層モデル図 
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4.1.8 山崎断層帯（主部北西部） 

1)地震諸元 

表 4.1.14 地震諸元 

 

 
 

 
 

2)断層モデル 

表 4.1.15 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.8 微視的断層モデル図 
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4.1.9 山崎断層帯（主部南東部・草谷断層） 

1)地震諸元 

表 4.1.16 地震諸元 

 
 
 

 

 

 

 

2)断層モデル 

表 4.1.17 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.9 微視的断層モデル図 
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4.1.10 山崎断層帯（大原・土万・安富・主部南東部） 

1)地震諸元 

表 4.1.18 地震諸元 

 
 
 

 

 

 

 

 

2)断層モデル 

表 4.1.19 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.10 微視的断層モデル図 
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4.1.11 中央構造線断層帯（金剛山地東縁－和泉山脈南縁） 

1)地震諸元 

表 4.1.20 地震諸元 

 
 
 
 

 

2)断層モデル 

表 4.1.21 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.11 微視的断層モデル図 
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4.1.12 中央構造線断層帯（紀淡海峡－鳴門海峡） 

1)地震諸元 

表 4.1.22 地震諸元 

 
 
 

 

 

2)断層モデル 

表 4.1.23 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.12 微視的断層モデル図
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4.1.13 中央構造線断層帯（讃岐山脈南縁－石鎚山脈北縁東部） 

※入倉・三宅(2001)によりパラメータを設定するが、すべり量が観測事実に整合するよう M0を調整する 

（ここでは 0.6xM0）。 

1)地震諸元 

表 4.1.24 地震諸元 

 

 
 

 

 

2)断層モデル 

表 4.1.25 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.13 微視的断層モデル図 
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※まずはセグメントごとに M0を算出し、それらを合算した M0から各パラメータを設定する。 

1)地震諸元 

表 4.1.26 地震諸元 

 
 
 
 
 
 

2)断層モデル 

表 4.1.27 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.14 微視的断層モデル図 

ケース 3 

ケース 4
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4.1.14 上町断層帯 

（直線ケース） 

1)地震諸元 

表 4.1.28 地震諸元 

 

 
 

 
 

2)断層モデル 

表 4.1.29 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.15 微視的断層モデル図
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（屈曲ケース） 

1)地震諸元 

表 4.1.30 地震諸元 

 
 
 

 

 

 

2)断層モデル 

表 4.1.31 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.16 微視的断層モデル図 
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4.1.15 生駒断層帯 

1)地震諸元 

表 4.1.32 地震諸元 

 
 
 

 
 

2)断層モデル 

表 4.1.33 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.17 微視的断層モデル図 
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4.1.16 三峠－京都西山断層帯（京都西山断層帯） 

1)地震諸元 

表 4.1.34 地震諸元 

 
 

 
 

 

 2)断層モデル 

表 4.1.35 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.18 微視的断層モデル図 
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4.1.17 三峠－京都西山断層帯（上林川断層帯） 

1)地震諸元 

表 4.1.36 地震諸元 

 
 

 
 

 

2)断層モデル 

表 4.1.37 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.19 微視的断層モデル図 
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4.1.18 三峠－京都西山断層帯(三峠断層帯) 

1)地震諸元 

表 4.1.38 地震諸元 

 
 

 
 

 
2)断層モデル 

表 4.1.39 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.20 微視的断層モデル図 
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4.1.19 大阪湾断層帯 

1)地震諸元 

表 4.1.40 地震諸元 

 

 
 
 

 
2)断層モデル 

表 4.1.41 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.21 微視的断層モデル図 
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4.1.20 山田断層帯(主部) 

1)地震諸元 

表 4.1.42 地震諸元 

 
 
 

 

 
 

2)断層モデル 

表 4.1.43 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.22 微視的断層モデル図 
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4.1.21 山田断層帯（郷村断層帯） 

1)地震諸元 

表 4.1.44 地震諸元 

 
 

 
 

 
2)断層モデル 

表 4.1.45 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.23 微視的断層モデル図 
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4.1.22 花折断層帯中南部 

1)地震諸元 

表 4.1.46 地震諸元 

 
 
 

 
 

 

2)断層モデル 

表 4.1.47 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.24 微視的断層モデル図 
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4.1.23 木津川断層帯 

1)地震諸元 

表 4.1.48 地震諸元 

 
 
 

 
 

2)断層モデル 

表 4.1.49 断層モデルのパラメータ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

図 4.1.25 微視的断層モデル図 
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4.1.24 奈良盆地東縁断層帯 

1)地震諸元 

表 4.1.50 地震諸元 

 
 
 

 
 

2)断層モデル 

表 4.1.51 断層モデルのパラメータ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

図 4.1.26 微視的断層モデル図 
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4.1.25 御所谷断層帯 

1)断層モデル 

表 4.1.52 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4.1.27 微視的断層モデル図 

北緯 35°04′23″
東経135°16'　01"

活断層長さL 28.6km
北緯 35°04′23″
東経 135°16′01″

走向θ 長期評価の原点を結ぶ方向 N239.7°E
傾斜角δ 90°

断層モデル上端深さ S波速度を参考に設定 3.0km
断層モデル長さL model ルールに従い設定 32.0km
断層モデル幅W model ルールに従い設定 18.0km

断層モデル面積S model ルールに従い設定 572.6km2
地震モーメントM 0 M o=1.17MJMA+10.72. 1.82E+19Nm

モーメントマグニチュードM W M w = (log M o - 9.1 ) / 1.5 6.8
気象庁マグニチュードM JMA M JMA = log M o - 10.72  / 1.17 7.3

静的応用力降下量Δσ Δσ=7/16×M 0/R 3 15.6Mpa

密度ρ 震源における密度 2700kg/m3
S波速度β 震源におけるS波速度 3.4km/s

剛性率 μ μ＝ρβ
2 3.12E+10N/m2

破壊伝播速度 V r V r=0.72×β（Geller (1976より)） 2.4km/s

平均すべり量D D ＝M 0/（μ
S
model） 1.0cm

短周期レベル A =2.46×10
17

×M0
1/3 1.40E+19

御所谷断層帯

断層モデル原点 地中の断層モデル原点位置

断層パラメータ 設定方法

断層帯原点
長期評価による
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4.1.26 養父断層帯 

1)断層モデル 

表 4.1.53 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.28 微視的断層モデル図 

北緯 35°20′53″
東経134°54'　29"

活断層長さL 21.0km
北緯 35°20′53″
東経 134°54′29″

走向θ 長期評価の原点を結ぶ方向 N281.5°E
傾斜角δ 90°

断層モデル上端深さ S波速度を参考に設定 3.0km
断層モデル長さL model ルールに従い設定 22.0km
断層モデル幅W model ルールに従い設定 18.0km

断層モデル面積S model ルールに従い設定 382.3km2
地震モーメントM 0 M o=1.17MJMA+10.72. 8.13E+18Nm

モーメントマグニチュードM W M w = (log M o - 9.1 ) / 1.5 6.5
気象庁マグニチュードM JMA M JMA = log M o - 10.72  / 1.17 7.0

静的応用力降下量Δσ Δσ=7/16×M 0/R 3 16.7Mpa

密度ρ 震源における密度 2700kg/m3
S波速度β 震源におけるS波速度 3.4km/s

剛性率 μ μ＝ρβ
2 3.12E+10N/m2

破壊伝播速度 V r V r=0.72×β（Geller (1976より)） 2.4km/s

平均すべり量D D ＝M 0/（μ
S
model） 0.7cm

短周期レベル A =2.46×10
17

×M0
1/3 1.07E+19

養父断層帯

断層モデル原点 地中の断層モデル原点位置

断層パラメータ 設定方法

断層帯原点
長期評価による
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4.1.27 鳥取地震 

1)断層モデル 

表 4.1.54 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.29 微視的断層モデル図 

 

北緯35°26'　35.3"
東経133°59'　50.3"

活断層長さL 33.0km
北緯35°26'　35.3"
東経133°59'　50.3"

走向θ 長期評価の原点を結ぶ方向 N80.0°E
傾斜角δ 90°

断層モデル上端深さ S波速度を参考に設定 1.0km
断層モデル長さL model ルールに従い設定 34.0km
断層モデル幅W model ルールに従い設定 16.0km

断層モデル面積S model ルールに従い設定 500.5km2
地震モーメントM 0 M o=1.17MJMA+10.72. 1.39E+19Nm

モーメントマグニチュードM W M w = (log M o - 9.1 ) / 1.5 6.7
気象庁マグニチュードM JMA M JMA = log M o - 10.72  / 1.17 7.2

静的応用力降下量Δσ Δσ=7/16×M 0/R 3 16.0Mpa

密度ρ 震源における密度 2700kg/m3
S波速度β 震源におけるS波速度 3.4km/s

剛性率 μ μ＝ρβ
2 3.12E+10N/m2

破壊伝播速度 V r V r=0.72×β（Geller (1976より)） 2.4km/s

平均すべり量D D ＝M 0/（μ
S
model） 0.9cm

短周期レベル A =2.46×10
17

×M0
1/3 1.28E+19

鳥取地震

断層モデル原点 地中の断層モデル原点位置

設定方法断層パラメータ

長期評価による
断層帯原点
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4.1.28 M6.9 直下地震 

1)断層モデル 

表 4.1.55 断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.30 微視的断層モデル図 

 

－
－

活断層長さL 17.0km
北緯 35°20′53″
東経 134°54′29″

走向θ 長期評価の原点を結ぶ方向 N281.5°E
傾斜角δ 90°

断層モデル上端深さ S波速度を参考に設定 4.0km
断層モデル長さL model ルールに従い設定 17.0km
断層モデル幅W model ルールに従い設定 11.0km

断層モデル面積S model 中央防災会議による 195.0km2
地震モーメントM 0 中央防災会議による 1.00E+19Nm

モーメントマグニチュードM W M w = (log M o - 9.1 ) / 1.5 6.5
気象庁マグニチュードM JMA M JMA = log M o - 10.72  / 1.17 6.9

静的応用力降下量Δσ Δσ=7/16×M 0/R 3 12.0Mpa

密度ρ 震源における密度 2800kg/m3
S波速度β 震源におけるS波速度 3.5km/s

剛性率 μ μ＝ρβ
2 3.43E+10N/m2

破壊伝播速度 V r V r=0.72×β（Geller (1976より)） 2.5km/s

平均すべり量D D ＝M 0/（μ
S
model） 1.5cm

短周期レベル A =2.46×10
17

×M0
1/3 －

M6.9

断層モデル原点 地中の断層モデル原点位置

設定方法断層パラメータ

長期評価による
断層帯原点
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4.2 兵庫県に被害を及ぼした歴史地震 

有史以来、兵庫県内で震度 5 弱以上の揺れをもたらした歴史地震は、33 地震が記録され

ている。 
海溝型地震を除いて、複数の死者が記録された地震は、下記の 3 地震。 

 
（１）868 年の播磨の国地震 

山崎断層北西部の安富断層、暮坂峠断層が動き、M7.1 程度と推定されている。マグニ

チュードが 7 以上であること（さらに、すでに 1,100 年以上が経過し、活動周期が 1,800
年から 2,300 年とされており、30 年以内の発生確率 0.09～1%と比較的髙いこと）から、

これらの断層は、山崎断層帯の一部として今回の想定対象としている。 
   
（２）1925 年北但馬地震 

円山川河口部の海底が震源とされる M6.8 の地震で、円山川流域で死者 428 人(県内 421
人)の人的被害を出し、円山川河口付近（現豊岡市の大字田結（たい））の地表の一部にず

れを生じたが、この付近に活断層は知られていない（神戸海洋気象台ホームページ：兵庫

県の活断層）。 
地震規模が M7 未満であること（さらに、発生後 100 年も経過しておらず発生確率が極

めて低いこと）から、断層の特定作業等は行わず、M6.9 の伏在断層による想定でカバー

することとしている。 
 
（３）1927 年北丹後地震（山田断層帯の一部が兵庫県内） 

北丹後地震(M7.3)は、山田断層帯（京都府宮津市北部～兵庫県出石郡但東町の｢山田断

層帯主部｣と京都府丹後半島沖合～京丹後市付近に至る｢郷村断層帯｣から構成）の郷村断層

帯を震源とする地震で、死者 2,925 人(県内 6 人)を出した地震である。（経過年数は短く発

生確率は低いが）M7 を超えており県内最大震度が 5 強となることから、今回の想定地震

断層としている。 
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兵庫県地域防災計画 地震災害対策計画（平成 19 年修正）p10 による 




